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イーサネットワーク構成情報管理のための

Excel ファイル自動作成について 
 

森山 京平† 飯田隆義†† 藤田俊輔†† 吉田和幸†††  
 

大分大学では，学内ネットワーク管理のために光ファイバの芯線名や LAN ス
イッチの設定情報を Excel 形式の管理ファイルで管理している．また学内 LAN の
トポロジ情報を収集・推測し視覚化するシステムの開発・運用を行ってきた．こ
のシステムで得られたネットワークトポロジ情報を Excel ファイルに変換するこ
とで，従来の管理ファイルとの相互参照などが可能になる．そこで，本論文では，
得られたネットワークトポロジ情報を Excel ファイル形式で保存する機能につい
て述べる 

 

Automatic creation of Excel Workbook  

for Ethernet Network Topology Management 

 

KYOHEI MORIYAMA† TAKAYOSHI IIDA††  
SHUNSUKE FUJITA†† KAZUYUKI YOSHIDA†††   

We manage LAN Information like the wick line names of optical fibers or 
LAN switches' configuration information by an Excel workbook. Also we 
develop and use the Network Topology Visualizing System. (NTVS)． 

We add the function of write NTVS's Network Topology Information in the 
Excel workbook format. Using this function, it is easy to compare Network 
Topology Information in the NTVS and the ledger. In this paper, we describe 
this function. 
 

 
 
 
 
 
 
 

1. はじめに 

1.1 研究背景 

 近年，コンピュータネットワークは，種々多様な広がりを見せており，ネットブッ

クなどに代表されるモバイル端末など，コンピュータネットワークに接続されるノー

ドの増加が進んでいる． 
また，企業や行政機関，個人利用に至るまでその利用形態や利用目的は多岐にわた

る．さらに，コンピュータネットワークは，社会インフラとしての役割を担い，その

重要性や依存度は，増加の一途をたどっている．そのため，コンピュータネットワー

クには，“常に利用可能であること”すなわち，可用性が求められている． 
 コンピュータネットワークの可用性維持のためには，コンピュータネットワークの

構成を即座に把握することが重要である．それにより，障害発生箇所の早期発見・早

期復旧を可能にする．しかしながら，利用者の増加や，接続規模の拡大に伴うコンピ

ュータネットワークの大規模・複雑化により，ネットワーク管理者が管理対象となる

ネットワークの現在の状態を把握することは，非常に困難である． 
1.2 研究目的 

コンピュータネットワークの構成情報を把握する構成管理は，性能管理，障害管理，

機密管理等を行う際の基本的な情報になる．しかしながら，先述したように現在のネ

ットワーク構成情報を把握するには多大な労力を要することになる．   
本研究室では管理者のネットワーク管理に掛かる負担を軽減させること，従来管理

者が抱えていたネットワーク構成情報の把握についての問題点解消を目的とし，コン

ピュータネットワーク，特に，イーサネットワークにおける LAN スイッチ間の接続

状況と IP ネットワークにおけるルータとサブネット間の接続状況を，プログラミング

言語 JAVA 等を用いて表示するネットワーク構成情報表示システムの開発を行ってき

た．[1][2][3][4][5]このシステムで収集・推測されたネットワーク構成情報を Excel フ

ァイルに保存することで，従来の管理ファイルと相互参照が可能になる． 
 そこで，本論文では，ネットワーク構成情報システムで得られたイーサネットワー

クの構成情報を Excel ファイル形式で保存する機能について述べる． 
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2. イーサネットワーク構成情報表示システム 

本システムは，クライアント・サーバ型のシステムになっており，Linux サーバ上

で動作する構成情報収集部および構成情報推測部，クライアント上で動作する構成情

報表示部から構成されている．右図がイーサネット構成情報表示システムの実行結果

である．（図 2．1）また，それぞれの機能について以下で簡単に説明する． 
 
2.1 構成情報収集部 

 構成情報収集部では，SNMP（Simple Network Management Protocol）[8]と Ruby プロ

グラムを用いて FDB（Forwarding Database）に関する MIB（Management Information 
Base），bridgeMIB[9][10][11]情報を収集，保存していくプログラムをサーバに置いてあ

る．現在このプログラムは，6 時間ごとに収集するように設定してあり，情報を得た

いときには．随時実行させることが可能である． 
 

2.2 構成情報推測部  

構成情報推測部では，収集した MIB 情報を基に JAVA プログラム用い LAN スイッ

チ間の接続状況を推測していく． 
 
2.3 構成情報表示部 

 構成情報表示部では，推測により得られた LAN スイッチ間の接続に関する情報の

視覚化を行う．また，自動配置，レイアウト手法の変更，差分表示機能，印刷など，

様々な支援機能がある． 
 

3. 大分大学におけるネットワーク構成情報管理 

3.1 大分大学におけるネットワーク管理 

大分大学におけるネットワークの管理は，約15名によって行われている．ネットワ

ーク管理の拠点となる情報基盤センター，その他に経済学部，教育学部，工学部，医

学部のそれぞれの建物ごとに数人のネットワーク管理者がいる．建物ごとに管理者が

存在する理由として，大学内の建物間には，物理的な距離があり，機器の故障やケー

ブルの分断など，物理的な故障・障害が起こった際に即座に対応できるからである． 

また，通常時の運用は，建物ごとに分担された管理者が行っているが，障害時の運

用や保守においては，情報基盤センターの管理者が行う．また，大分大学のネットワ

ーク機器は，ネットワーク拡大や，機器故障により，納入時期が異なっているので，

単一ベンダだけでなく，複数のベンダから構成される．そのため，大分大学のネット

ワーク管理においては，複数のベンダに対応した，管理方法を知っていなければなら

ない．表 3，1 が大分大学で使用している，ベンダと機器名である．現在 10 社の LAN

スイッチから構成されている． 

 
図 2．1 イーサネットワーク構成情報表示システム 

表 3．1 大分大学で使用している LAN スイッチのベンダと機器名 
3Com SuperStackⅡ，CoreBuildar3500 

Alaxala 
AX2430-24T2X，AX2430S-48T， 

AX2430-48T2X，AX6308S 

Allied Telesis CentreCOM 8016XL，8224SL，8224XL 

Cisco Systems Catalyst2950， Catalyst2970， Catalyst3750 

Dell PC3324，PC5212，PC5224 

Enterasys VH-4802 

Extreme Networks BD6808，Summit1i 等 

Foundry Networks FESX424+2XG 

Hitachi Cable Apresia2024G，Apresia2024T 

Net Gear GS716T 
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3.2 大分大学におけるネットワーク構成情報の管理 

従来，大分大学では，LANスイッチの設定情報や光ファイバの芯線名，機器設置に

関する情報をExcelファイル形式（拡張子：．xls）の管理ファイルを用いて管理を行

っている．それらを台帳とし，変更があれば変更箇所の訂正を行いながら，ネットワ

ークの構成情報の管理を行っている．この表の事を我々は，ネットワーク構成情報表

（表3．2）と呼んでいる．この表は，サブネット，VLAN，ネットワーク機器アドレス

一覧，IPごとに振り分けられた個々のLANスイッチ詳細情報を有しており，それぞれの

内容は以下の表（表3．2）に記載した． 

3．1節に書いた通り，拠点とな

る情報基盤センター以外のネッ

トワークは，建物ごとにネット

ワーク管理者が存在する．すな

わち，管理者であれば，自由に

変更を行える状態にある．その

ため，ネットワークの構成がい

つ変わってもおかしくないので

ある．また，ネットワークの構

成情報の変更は，拠点の管理者

が意図しない変更も行われてい

る可能性がある．さらに，障害

発生すると，即時のネットワー

ク構成情報をネットワーク構成

情報表として用いることが困難

になるという問題点が挙げられ

る． 

また，第二章で述べたイーサ

ネットワーク構成情報表示シス

テムを用いて，直観的な把握も

行えるようにしている．しかしながら，ネットワーク構成情報表のような，詳細な構

成情報を得ることは困難である．もちろん，視覚化されたネットワークトポロジ上に

様々な情報を載せることは可能であるが，VLANなど一つのネットワーク機器に対して

比較的情報の多いものは，Excelファイルなどの表形式のデータである方が素早く把握

することができる．また，視覚化された情報の上に載せることによって接続状態の情

報が読み取りにくくなる可能性が示唆される． 

 

 

 

図 3．1 ネットワーク構成情報表 
 

4. ネットワーク構成情報管理のための Excel ファイル自動作成機能 

本章では，ネットワーク構成情報管理とネットワーク構成情報表示システムの問題

点解決手段である，Excel ファイル自動作成機能について述べる．4．1 節で機能の概

要について述べた後，4．2 節で機能を実装する際に用いた JAVA API である Apache POI
の概要を述べ，4．3 節では，機能の実装と評価について述べる 
 

4.1 Excel ファイル自動作成機能の概要 

 ネットワーク構成情報表示システムにおいて，Excel ファイルの自動作成機能を実装

するために，Excel ファイルを扱うための JAVA の API（Application Program Interface）
が必要であった．そのため，本研究では，Excel ファイル入出力・操作のために，Apache 
POI API を利用し機能の実装を試みた．現在のシステムでは，推測された結果を JAVA
の内部データにより保持してある．その保持されたデータを読み込み Excel ファイル

に書き込む．書き込む情報は，収集・推測で得られた値である．（表 4．1） 
 

表 3．2 ネットワーク構成情報表の内容 

サブネット 

・VLAN-ID 

・VLAN名 

・ネットワークアドレス 

・プレフィックス 

・デフォルトゲートウェイ 

・使用場所 

・運用責任者 

・管理者 

VLAN 

・VLAN-ID 

・VLAN名 

・ネットワークアドレス 

・プレフィックス 

ネットワーク機器 

アドレス一覧 

・機器名 

・IPアドレス 

・設置場所 

LANスイッチの 

詳細情報 

・Port 

・インタフェース種類 

・PortごとのVLAN-ID 
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表 4．1：収集・推測で得られた値 
＜接続元＞ 

・LAN スイッチの IP アドレス 

・LAN スイッチの物理ポート番号 

・物理ポートに対応したインターフェーススピード 

・LAN スイッチの VLAN 情報 

＜接続先＞ 

・接続先 LAN スイッチの IP アドレス 

・接続先 LAN スイッチの物理ポート番号 

4.2 Apache POI API  

Apache POI API は，Excel， Word， PowerPoint などに代表される Microsoft の Office
製品のファイル操作を行う API である．POIFS，HPSF，HSSF，FWPF，HSLF，HSMF，
HFGF，HPBF などのコンポーネントを有しており，対応する操作は以下の通りである．

（表 4．2） 
表 4．2 Apache POI コンポーネント 

POIFS Office ファイル全般の読み書きを行う 

HPSF Office ファイルのプロパティの設定 

HSSF Excel ファイル操作 

HWPF Word ファイル操作 

HSLF PowerPoint ファイル操作 

HSMP Outlook ファイル操作 

HFGF Visio ファイル操作 

HPBF Publisher ファイル操作 

今回は，Excel ファイルを作成するので，POIFS と HSSF のコンポーネントのみを用い

る． 
 

4.3 Excel ファイル自動作成機能の実装 

4.3.1 テンプレートの作成 
収集・推測された値を Excel ファイルに格納していくために，まずテンプレートに

なるシートをプログラムの内部データとして作る．このシートには，接続元の情報で

ある機器設置場所，スイッチ名，接続元 IP アドレス，接続元ポート番号，接続元イン

タフェースの速度，接続先情報である，接続先 IP アドレス，接続先ポート番号，さら

に接続先ポート番号の右側には，VLAN 情報を有している．VLAN 情報を表示して無

いのは，VLAN の切り分け方がそれぞれの LAN スイッチによって異なり，存在する

VLAN-ID が異なるからである．以下（図 4．1）が，データを格納する前に書き出し

たシートである．格納する前の段階なのでシートには，データが格納されていない． 

 
図 4．1 テンプレートとなるシート 

 
4.3.2 収集・推測から得た情報の格納 

 まず，接続元の機器 IP アドレスを取得し，シートの作成を行う．機器 IP アドレス

をそのままシート名として格納するので，機器 IP アドレスが下部のタブに並ぶ．（図

4．2） 
 

 
図 4．2 IP データ格納後の Excel ファイル 

 次に，それぞれのシートに対応するデータを格納していく．データの格納が終了す

ると，Excel ファイルとして書き出される． 
 
 
 
 

4.3.3 Excel ファイル自動作成機能の評価 
下が収集・推測された，データを格納した後に生成された Excel ファイルである． 
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図 4．3 データ格納後の Excel ファイル 

 
格納されたデータを細かく比較していきたい，ポート番号が 1001 から始まってい

るが，これは，LAN スイッチの 1 スロットの１番目ポートを表す．IF の速度は，Mbps
単位であり，1000 の場合は，1000Mbps すなわち 1Gbps となる．また VLAN の“T”
や“U”とあるが，“T”がタグ付き VLAN で，“U”がタグ無し VLAN を表している． 

下表（表 4．6）が従来の管理ファイルと本機能で書き出された Excel ファイルの一

部抜粋したものである．左表が従来の管理ファイルであり，右表が書き出された Excel
ファイルである，従来の管理ファイルにおいて，IF はインタフェース，SW/RT/SV と

あるがこれは，接続先機器の IP アドレスが入る欄であり，ネットワークアドレスが省

略され，ホストアドレスのみで表記してある，その右隣の欄が接続先ポート番号であ

る．（図 4．4） 
 
 
 
 

 

  

  
図 4．4 IP アドレス，ポート，IP，VLAN 情報の比較 

 
 システムの推測精度が低いものがあるので，接続に関する相互参照を行うと，デ

ータが存在しない場合や，存在するはずのないデータがみられることがあった．しか

しながら，VLAN の情報については，かなりの高精度で Excel ファイルに書き出すこ

とに成功した．これは，VLAN の設定に関する MIB 情報をそのまま収集・格納するか

らである． 
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5. まとめと今後の課題 

5.1 まとめ 

ネットワーク構成情報を把握するには，大きな労力がかかる，最小限の労力でネッ

トワーク構成情報を把握できるものが，管理者にとって有意義な情報源になる．本論

文において，イーサネットワーク構成情報表示システムに，Excel ファイル保存機能

を設け，従来の管理ファイルとイーサネットワーク構成情報表示システムにおける詳

細な情報の相互参照を可能にしたことを述べた．これまでのシステムでは，収集・推

測した詳細な情報は，プログラムの内部データとしてしか参照できなかったが，Excel
ファイルに保存できる機能を実装したことで，得ることが可能になった．しかしなが

ら，依然として相互参照するための労力を下げる余地がある．労力を下げるためには，

管理ファイルとの差異を即座に判断できなければならない． 
 
5.2 今後の課題 

本研究を通して新たな課題が見つかった．今回，実装した Excel ファイル保存機能

であると従来の管理ファイルと形式が一致し比較しやすいが，変化をしているのがど

こであるかがわかりにくいといった欠点が挙げられる．ネットワーク管理者に必要な

情報は，従来の管理ファイルを基に，運用しているネットワークにどのような変化が

起きたかであり，システムにより得られたネットワーク構成情報と従来の管理ファイ

ルとの差分である．従来の管理ファイルと本機能の Excel ファイルの差分をとり，従

来の管理ファイルと現在のネットワーク構成情報の間にどのような差があるのか，ま

たその差分が本当に正しい情報だと判断するには，どのような手法を用いるべきなの

かを，今後の課題である． 
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